
           
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

     

平
成
十
八
年
四
月
一
日
、
前
橋
市

よ
り
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
、
一
年

間
推
進
委
員
の
か
た
が
た
と
検
討
を

重
ね
た
結
果
、
平
成
十
九
年
四
月
一

日
よ
り
、
四
部
会
を
発
足
さ
せ
、
正

式
に
地
域
づ
く
り
の
事
業
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。 

一
、 
自
然
環
境
部
会 

「
赤
城
白
川
ま
つ
り
」
四
月
二
十

九
日
実
施
。 

二
、
花
・緑
い
っ
ぱ
い
部
会 

「
菜
の
花(
田
口
菜)

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」 

川
端
町
の
遊
休
農
地
約
九

百
坪
に
種
ま
き
を
十
月
六
日
実

施
。 

三
、
ご
み
減
量
・リ
サ
イ
ク
ル
部
会 

 
 

 

「
廃
食
用
油
回
収
庫
」
南
橘
公

民
館
に
開
設
。
六
月
十
二
日
。 

四
、
広
報
部
会 

 
 

 

「地
域
づ
く
り
通
信
」を
発
行
。 

 

今
後
の
計
画
と
し
て
、
橘
山
山
桜
植

樹
祭
（
橘
山
に
山
桜
を
二
百
本
植
え

る
。
十
一
月
二
十
三
日
予
定
） 

有
価
物
集
団
回
収
の
コ
ン
ク
ー
ル
実
施

な
ど
、
地
区
住
民
一
万
六
千
世
帯
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
に
活
動
の

輪
を
広
げ
、
地
域
づ
く
り
の
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

     
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

前
橋
市
で
は
、
身
近
な
課 

題
の
解
決
と
創
出
に
向
け 

誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て 

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の 

た
め
第
一
次
モ
デ
ル
地
区 

と
し
て
「
南
橘
、
清
里
、
桂 

萱
、
上
川
淵
、
大
胡
」
の
五

地

区

を

指

定

。  
 

 
 

 
 

 

平
成
十
八
年
四
月
検 

討
開
始
、
平
成
十
九
年
四 

月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

◎ 

平
成
十
八
年
四
月 

モ
デ
ル
地
区

に
指
定
さ
れ
る
。 

◎ 

同
年
六
月
六
日 

「
南
橘
地
区
モ

デ
ル
事
業
」講
演
会
開
催
。 

▽
開
催
テ
ー
マ 

「
南
橘
を
い
っ
そ

う
住
み
よ
い
地
域
に
」 

 
 

▽
講
演 

「
な
ぜ
、
い
ま
地
域
づ
く

り
か
」 

 
 

▽
講
師 

高
崎
経
済
大
学
地
域

政
策
学
部
助
教
授 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

櫻
井
常
夫
氏 

 
 

▽
参
加
者 

百
二
十
名 

◎ 

同
年
六
月
二
十
七
日 

第
一
回

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
地
域

づ
く
り
検
討
会
）開
催 

◎ 

同
年
七
月
十
二
日 

第
二
回
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催 

 
 

高
経
大
櫻
井
助
教
授
と
、
ゼ
ミ
学 

 
生
が
参
加
、
意
見
交
換
を
す
る
。 

参
加
者
は
、
二
回
で
百
三
十
五
名 

ゼ
ミ
学
生
三
十
名
参
加
。 

◎ 

二
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
、
二
十

名
で
「
作
業
部
会
」
を
設
置
。
具

体
的
検
討
に
入
る
。 

◎ 

同
年
九
月
二
十
日 

第
一
回
作

業
部
会(

以
後
平
成
十
九
年
一
月

十
五
日
ま
で
に
六
回
開
催) 

◎ 

平

成

十

九

年

一

月

三

十

日 
 

 

南
橘
地
区
地
域
づ
く
り
推
進
協

議
会
を
開
催
。 

 
 

▽
南
橘
地
区
地
域
づ
く
り
推
進 

 
 

 

大
会
開
催
内
容
に
つ
い
て
。  

 

 
 

▽
部
会
の
設
立
と
方
針
の
確
認
。 

 
 

①
自
然
環
境
部
会 

 
 

②
花
・緑
い
っ
ぱ
い
部
会 

 
 

③
ご
み
減
量
・リ
サ
イ
ク
ル
部
会 

 
 

④
広
報
部
会 
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会
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角
田 

雄
二 

「地域づくり｣と第一次モデル地区指定 

取
り
組
み
の
経
過 

南橘地区モデル事業講演会 
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「
環
境
に
や
さ
し
い
南
橘

地
区
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
推

進
大
会
を
平
成
十
九
年

二
月
二
十
四
日
南
橘
公

民
館
で
開
催
。 

 
 

 
 

 
 

大
会
に
は
、
地
域
の
方
々
、

各
種
団
体
か
ら
百
五
十
名

が
参
加
し
、
前
橋
市
か
ら

高
木
市
長
ほ
か
幹
部
も
参

加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
会
で
は
、
経
過
報
告
、
推
進
協
議

会
の
設
置
と
役
員
体
制
、
環
境
づ
く 

り
宣
言
〇
七
お
よ
び
平
成
十
九
年
度

活
動
方
針
が
提
案
さ
れ
、
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

田
口
町
・
下
細
井
町
・
北
代
田
町
お

よ
び
関
根
町
か
ら
地
域
活
動
の
事
例

発
表
、
続
い
て
、
群
馬
大
学
教
育
学

部
助
教
授 

西
薗
大
実
先
生
の
「
環

境
の
保
全
は
、
地
域
づ
く
り
か
ら
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
記
念
講
演
を
も
っ
て
大

会
を
終
了
し
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 

   

南
橘
地
区
地
域
づ
く
り
事
業
の
第

一
弾
と
し
て
、
「
自
然
環
境
部
会
」
と

上
細
井
町
、
下
細
井
町
、
北
代
田
町
、

龍
蔵
寺
町
お
よ
び
青
柳
町
の
流
域
各

自
治
会
の
共
催
で
、
平
成
十
九
年
四

月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

開
会
式
で
は
、
下
細
井
町
と
上
小

出
町
の
「
子
供
八
木
節
の
会
」
が
元
気

な
演
奏
を
披
露
。
続
い
て
細
井
小
西

側
の
「
水
辺
の
楽
校
」
を
中
心
に
、
河

川
敷
の
ゴ
ミ
拾
い
、
動
植
物
の
観
察
を

行
い
ま
し
た
。 

   
 

 

                 

 

主
催
者
側
で
用
意
し
た
焼
き
そ
ば

と
飲
み
物
が
、
五
百
名
を
越
え
る
参

加
者
に
振
舞
わ
れ
終
了
し
ま
し
た
。 

 

 
 

                      

   

◎ 

菜
の
花
（田
口
菜
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

発
足 

南
橘
地
区
内
の
遊
休
農
地
を
菜

の
花
（
田
口
菜
）
で
い
っ
ぱ
い
に
し

ま
す
。 

 
 

 

耕
運
、
種
ま
き
、
除
草
、
摘
み
菜
、

種
と
り
お
よ
び
搾
油
を
体
験
し
、

食

と

農

へ
の
理

解

を

深

め 
 

 
 

 
 

 

ま
す
。 

 

▽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
式 

（
平
成
十
九
年
八
月
二
十
五
日
）  

 
 

 
 

 

於
：南
橘
公
民
館 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
応
募
者
、

役
員
含
め
、
七
十
二
名

の
出
席
で
開
催
。 

【
「
菜
の
花
ク
ラ
ブ
」
の
活

動
経
験
】と
題
し
、
草 

場
史
子
先
生
の
記
念
講

演
、
「
菜
の
花
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
展
示

お
よ
び
菜
種
搾
油
の
実
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

十
月
六
日
（土
）の
種
ま
き
に
続
き
、

平
成
二
十
年
三
月
下
旬
「
摘
み
菜
・

菜
の
花
観
賞
会
」
（
調
理
教
室
も
併

催
）
、
五
月
下
旬
に
は
種
と
り
・
搾
油

と
続
い
て
い
き
ま
す
。 

   

◎ 

廃
食
用
油
回
収
の
ス
タ
ー
ト 

 
 

各
家
庭
で
い
ら
な
く
な
っ
た
食
用

油
（
期
限
切
れ
、
未
使
用
油
含

む
）
を
回
収
し
、
バ
イ
オ
燃
料
に
リ

サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。 

▽
回
収
庫
開
き 

 
 

平
成
十
九
年
六
月
十
二
日
（火
） 

 
 

於:

南
橘
公
民
館 

 
 

セ
レ
モ
ニ
ー
後
、
「
廃
食
用
油
回
収

の
意
義
と
各
地
の
経
験
」
と
題
し
た

石
北 

仁
先
生
の
記
念
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。 

▽
「衣
類
無
料
配
布
会
」十
一
月
四
日

（日
）南
橘
公
民
館
で
開
催
予
定 

 
 

 
 

 
 

南橘地区地域づくり推進大会開催！！ 

赤
城
白
川
ま
つ
り 

花
・緑
い
っ
ぱ
い
部
会 

ご
み
減
量
・リ
サ
イ
ク
ル
部
会 

有価物集団回収コンクールも

実施します。 

▽
橘
山
の
山
桜
植
樹
祭 

 

十
一
月
二
十
三
日
（金
）開
催
予
定 


